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未来につなげる歴史文化と安全安心なまちづくり

平成27年度　～　平成31年度　（5年間） 各務原市

1.住民参加型まちづくり活動の活性度・・・街道の歴史的資源や道路、公園づくりへの住民の参加をさらに促し、まちづくりを通じて地区のコミュニティの活性化を図る
2.地区内回遊者数・・・・・・・・・・・・安心して歩ける道づくりや歴史を紹介する施設（公園・広場等）の整備を行い、地区内の歩行者数の増加を図る
3.歩行者の安全性・・・・・・・・・・・・地区内の歴史施設を巡る道路の整備により、歩行者の安全性や歩きやすさの向上を図る。

（H27当初） （H29末） （H31末）
新加納まちづくり会をはじめとする住民のまちづくりに関する活動回数（年間）

10回 - 15回

地区内歴史施設を巡る回遊者数
3人 - 20人

地区内周遊路に位置づけられた道路における、歩行者が安全に歩くことができる道路の整備率。
63％ - 89％

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H27 H28 H29 H30 H31 策定状況

1-A-1 都市再生 一般 各務原市 直接 新加納二期地区都市再生整備事業 各務原市 279

合計 279

Ｂ　関連社会資本整備事業（該当なし）

事業 地域 交付 直接 個別施設計画 備考
種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31 策定状況

合計 0

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31

合計 0

番号 備考

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業

事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31

合計 0

番号 備考

平成29年12月6日

一体的に実施することにより期待される効果

費用便益比

番号 事業者
要素となる事業名

（事業箇所）

事業内容
市町村名

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）（面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

番号

番号

Ｂ全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

各務原市 道路、公園等　81.7ha

事業者
要素となる事業名

０百万円
効果促進事業費の割合

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

全体事業費
（百万円）

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）（延長・面積等）

事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名

事業者 要素となる事業名
事業内容

市町村名

（事業箇所）

０百万円

交付対象事業

0.0%

費用便益比市町村名
全体事業費
（百万円）

（参考様式２）社会資本総合整備計画（市街地整備）
計画の名称

計画の期間 交付対象

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

計画の目標

重点配分対象の該当

大目標：『未来に遺す歴史の風景と安心・安全のコミュニティ形成』
　目標1：街道の歴史的風情を活かした、魅力あふれるまちづくり
　目標2：新旧の住民が交流し、コミュニティを育むまちづくり
　目標3：安全で安心に暮らすためのまちづくり

279百万円 Ａ
279百万円（内提案事業

費分3百万円） ０百万円 Ｃ Ｄ



交付金の執行状況
（単位：百万円）

※　平成２７年度以降の各年度の決算額を記載。

0 0

H28 H29

不用額
（h = c+d-e-f）

未契約繰越＋不用率
(h = (g+h)/(c+d)）

交付額
（c=a+b）

45.1

計画別流用
増△減額
（b）

12.30

H31

配分額
（a）

32.8

H30

21.2

H27

未契約繰越＋不用率が10％を超えている
場合その理由

前年度からの繰越額
（d）

支払済額
（e）

翌年度繰越額
（f）

0 10

うち未契約繰越額
（g）

21.2

21.2 35.1

0 0

- -

0.0% 0.0%

0 0



（参考様式３）参考図面（社会資本整備総合交付金）

計画の名称 未来につなげる歴史文化と安全安心なまちづくり

計画の期間 平成27年度　～　平成31年度　（5年間） 各務原市交付対象



都市再生整備計画（第1回変更）
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様式１　都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 81.7 ha

平成 27 年度　～ 平成 31 年度 平成 27 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

回／年間 H26 H31

地区内回遊者数 人 H26 H31

％ H26 H31歩行者の安全性
地区内周遊路に位置づけられた道路における、歩行者が
安全に歩くことができる道路の整備率。

地区内の歴史施設を巡る道路の整備により、歩行者の安全性や
歩きやすさの向上を図る。

63% 89%

住民参加型まちづくり活動の活性度
新加納まちづくり会をはじめとする住民のまちづくりに関す
る活動回数（年間）

街道の歴史的資源や道路、公園づくりへの住民の参加をさらに促
し、まちづくりを通じて地区のコミュニティの活性化を図る

１０回 15回

地区内歴史施設を巡る回遊者数
(休日の午前9時から午後3時の間の歩行者数)

安心して歩ける道づくりや歴史を紹介する施設（公園・広場等）の
整備を行い、地区内の歩行者数の増加を図る

3人 20人

大目標：『未来に遺す歴史の風景と安心・安全のコミュニティ形成』
　目標1：街道の歴史的風情を活かした、魅力あふれるまちづくり
　目標2：新旧の住民が交流し、コミュニティを育むまちづくり
　目標3：安全で安心に暮らすためのまちづくり

【地区の概況】
・各務原市の西部に位置し、周囲には東海北陸自動車道各務原インターチェンジ、名鉄新加納駅、国道21号、一般県道岐阜那加線が隣接し、利便性が良く、大型ショッピングセンターの建設等、国道沿いには商業施設が多数立地している。
・中山道の「新加納立場」を起源とする集落地を中心として形成されてきたことから、趣のある建造物、神社仏閣、緑地など、歴史的な景観資源を多く残し、落着いた雰囲気のまち並みが形成されている地区である。
・地区内には狭あい道路が多く、歩行者の安全上の問題を残すなど、安全で快適な居住環境の確保上の問題点を有している。

【まちづくりの経緯】
・「各務原市都市計画マスタープラン」において、沿道景観の保全整備、緑地の保全により落ち着いたまち並みの形成を図ることが当地区の目標とされているなか、大規模工場跡地において組合施行の土地区画整理事業が施行中であり、本計画期間終
了時には、新たな定住人口の増加が見込まれている。
・平成20年に「中山新加納立場地区」として重点風景地区に指定し、景観法に基づく良好な景観形成が目指されているところであり、中山道の立場としての歴史性に配慮した沿道景観を保全・再生を通じて、落着いたまち並みの形成を進めつつ、当地区
の交通の便を活かし、生活環境と利便性に優れた、市街地の創出を図る必要がある。
・こうしたなか当地区においては、平成22年から社会資本総合整備事業（新加納地区）が５年度にわたり実施され、下記の目標のもと、地区整備が進められてきたところである。
大目標：『歴史的な趣と調和するまち並みの保全と安全・安心なまちづくり』
目標1：歴史的な趣を活かした、魅力・活気のあふれるまちづくりの推進を行う。
目標2：工場跡地を利用した、区画整理による低層住宅系の基盤整備を行い、地域の活性化を図る
目標3：歩行者が安全で安心に歩ける道づくりを行う。

　

・中山道「新加納立場」の町並みの歴史的風致の再生を通じて、風情のあるまち並みの保全・再生し、地区の魅力として活かしていくことが課題。
・目標とするまち並みを形成していくにあたり、旧家屋を維持・改修していくために個人負担が大きいことから、公的な助成等が課題。
・神社仏閣、史跡、眺望景観が良好なスポット等の地域の歴史・文化・景観資源を歩行者が巡ることができるネットワーク形成が課題。
・新加納土地区画整理事業をはじめとして、地区内居住者の増加が見込まれることから、新旧住民が交流し、地域コミュニティを形成できる施設確保が課題。
・通学路をはじめとする地区内の歩行者にとって、交通の安全確保を図ることが課題。

（各務原市都市計画マスタープラン）
超高齢社会への対応、環境負荷の低減、効率的な都市経営といった視点から、公共交通を軸とした集約型都市構造を形成していくことが本市の重要な課題となるなか、新加納駅を中心として魅力と活力あるまちづくりを推進していく。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 岐阜県 各務原市 新加納二期地区

計画期間 交付期間 31



様式２　都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他
○本事業中ならびに事業完了後に推進していくべき継続的なまちづくり活動について

【旧中山道を軸とした歴史資源のネットワーク化】

市域を東西に縦貫する旧中山道沿線においては、市域東部において歴史資源を活かしたまちづくりを進めている鵜沼宿をはじめとして、歴史的な資源が分布している。この特色を活かし、街道に沿って連続性のあるまち並みの形成が必要であり、他
地区との連携・情報共有・共同企画事業の展開を図る必要がある。また、当地区北側にある史跡手力雄神社まで含めた歩行者系ネットワークの充実を図るなど、中山道を軸に東西、南北を結び、歴史資源のネットワーク化を図っていく必要がある。

【地域のまちづくり団体を活かした継続的まちづくり活動】

当地区で活動を続けているNPO法人「新加納まちづくり会」の活動実績を踏まえ、今回の事業期間における活動を通じ組織されるボランティア組織等との協働活動及び支援を行なう必要がある。また、住民・行政協働で定期的なﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ等の開催を
行い、まちの魅力を持続させていく方策の検討を行う必要がある。

方針に合致する主要な事業
【街道の歴史的風情を活かした、魅力あふれるまちづくり】

中山道「新加納立場」の歴史を偲ぶことができる公園を整備するとともに、街道沿道をはじめとして、歴史的趣きを残す建造物や社寺境内林などを活
用しつつ、歴史的な風致を保全・再生することにより、特色と魅力のあるまちづくりを行う。

■基幹事業
・公園：（仮称）間の宿新加納・陣屋公園整備
・高質空間形成施設（カラー舗装）：市道那691号線整備
・高質空間形成施設（カラー舗装）：市道那429号線整備
・高質空間形成施設（カラー舗装）：市道那422号線整備
・地域生活基盤施設：浜見広場整備

【新旧の住民が交流し、コミュニティを育むまちづくり】

施行中の新加納土地区画整理事業をはじめとして、地区内の都市的未利用地において低層住宅を中心としたゆとりある住宅地形成を進めるなか
で、新旧住民が交流を促進し、地域コミュニティのきずなを深めるための基盤となる拠点施設整備を行う。

■基幹事業
・公園：（仮称）間の宿新加納　陣屋公園整備
・地域生活基盤施設：浜見広場整備

【安全で安心に暮らすためのまちづくり】

本地区北側に位置する小学校への通学や、南側に位置する大規模商業施設の利用、さらに本地区内の社寺仏閣、史跡、良好な眺望スポットなどの
地域資源を巡る歩行者の安全性、快適性を確保する。また、災害時の避難場所となる公園を確保し、それらを道路でネットワークする。

■基幹事業
・高質空間形成施設（カラー舗装）：市道那422号線整備
・高質空間形成施設（カラー舗装）：市道那691号線整備
・高質空間形成施設（カラー舗装）：市道那429号線整備
・高質空間形成施設（カラー舗装）：市道那422号線整備
・公園：（仮称）間の宿新加納　陣屋公園整備



様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路

公園 各務原市 直 1,476㎡ 29 30 29 30 102 102 102 102

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設（緑地）

地域生活基盤施設（広場） 各務原市 直 178㎡ 30 31 30 31 15 15 15 15

地域生活基盤施設（広場）

高質空間形成施設（カラー舗装） 各務原市 直 L=440m 27 27 27 27 67 67 67 67

高質空間形成施設（カラー舗装） 各務原市 直 L=76m 28 28 28 28 13 13 13 13

高質空間形成施設（カラー舗装） 各務原市 直 L=550m 27 30 27 30 79 79 79 79

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

既存建造物活用事業

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 276 276 276 276 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

0

0

0

各務原市 直 － 31 31 31 31 3 3 3 3

0

0

合計 3 3 3 3 …B
合計(A+B) 279

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

土地区画整理組合 国土交通省 3.0ha ○ 21 30 88

岐阜県 国土交通省 630ｍ ○ 25 34 522

合計 610

土地区画整理事業 新加納地区

道路事業 県道岐阜那加線

0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

まちづくり活
動推進事業

事業活用調
査

事業効果分析調査

交付期間内事業期間
細項目 うち民負担分

地域創造
支援事業

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

0

住宅市街地
総合整備
事業

市道那４２２号線

市道那６９１号線

市道那４２９号線

浜見広場

（仮称）間の宿新加納・陣屋公園

交付期間内事業期間
細項目 うち民負担分

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

交付対象事業費 279 交付限度額 111.6 国費率 0.4



都市再生整備計画の区域

新加納二期地区（岐阜県各務原市） 面積 81.7 ha 区域 那加新加納町、那加西浦町、那加浜見町、那加日吉町



住民参加型まちづくり活動の活性度 10（回／年） （平成27年度） → 15（回／年） （平成31年度）

地区内回遊者数 ３人 （平成27年度） → 20人 （平成31年度）

歩行者の安全性 63% （平成27年度） → 89% （平成31年度）

新加納二期地区（岐阜県各務原市）　整備方針概要図

目標 未来に遺す歴史の風景と安心・安全のコミュニティ形成
代表的な

指標

0 100 400300
200
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1 : 10,000
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■基幹事業 公園
（仮称）間の宿新加納 陣屋公園A=1,476m2

■基幹事業 高質空間形成施設（カラー舗装）
市道那422号線整備 L=550ｍ

○関連事業 土地区画整理事業
（仮称）新加納地区 A=3.0ha

市民緑地

浜見公園

古墳・史跡

瑞眼寺

一

般

県
道

岐

阜

那

加

線

○関連事業 （県）岐阜那加線 整備事業

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

■基幹事業 高質空間形成施設（カラー舗装）
市道那691号線 L=440ｍ

□提案事業 事業活用調査
事業効果分析調査

■基幹事業 高質空間形成施設（カラー舗装）
市道那429号線 L=76ｍ

■基幹事業 地域生活基盤施設
浜見広場 A=178㎡


